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研究成果の概要（和文）：本研究では，小学生における協同的な学習に対する動機づけの発達的変化を明らかに
することを目的とした。小学3～6年生を対象に4年間の縦断調査を行った。まず，児童の協同的な学習に対する
動機づけを測定する尺度を作成した。縦断データを比較した結果，学年の上昇とともに自律的な動機づけが低下
する傾向がみられた。また，自律的な動機づけに対しては，心理的欲求の充足経験および教師の指導が影響を与
えていることが明らかにされた。以上の結果から，児童期における仲間との協同的な学習に対する動機づけの発
達的変化の傾向が示され，その支援に対する示唆を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to reveal the developmental change of 
motivation for cooperative learning during childhood. A longitudinal research was administered to 
third grade to sixth grade children. A scale measuring children's motivation for cooperative 
learning was developed. The longitudinal data revealed that autonomous motivation for cooperative 
learning decreased as grade advanced. It was also revealed that fulfillment of children's 
psychological needs and teachers' instructions influenced their motivation. These results suggests 
the importance and the point of support for children's motivation for cooperative learning. 

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
 近年の教育場面では，他者と協同的にかか
わる力が重視されている。例えば，OECD は「多
様な集団における人間関係形成能力」をキ
ー・コンピテンシーの 1つとし，他者と協調
する能力を重視している。実際の学校現場で
も，他者との協同的な学びやかかわりを教育
目標に位置付けているところは多い。他者と
協同的にかかわる力は，小学校段階で身に付
けるべきものとして重視される資質となっ
ている。 
 教育心理学では，協同学習に関する研究の
なかで，他者との協同的なかかわりの重要性
が示されてきた。特に，学習場面をともにす
る仲間との協同的なかかわりは，学業達成に
とって重要な役割を果たすものとして注目
されてきた。主に教授法や授業方法として
様々な協同学習の技法が開発され，その効果
が実証的に明らかにされている（Johnson et 
al., 1993; Roseth et al., 2008）。これま
での実証研究および教育実践から，仲間や友
人との協同的な学習が学業達成や学習意欲
を促すことが明らかにされている。 
 一方で，教授法としての協同学習とは別に，
学習者である子どもが自ら仲間と協同的に
学ぼうとする動機づけも重要な視点である。
子どもが自律的に学習し，問題を解決してい
くためには，与えられた協同の場で仲間とか
かわるだけでなく，自ら積極的に仲間と相互
作用し，協同の場を作り出していくことが必
要である。そのためには，仲間との協同的な
学びに価値や興味を見出し，自ら積極的にか
かわろうとする動機づけが不可欠となる。自
己調整学習に関する研究では，自己の認知過
程を調整するだけでなく，他者との相互作用
過程を適切に調節しながら，協同的に問題解
決を行うことが重要とされている（Hadwin et 
al., 2011; 岡田，2012）。自ら仲間と協同的
にかかわろうとする意欲を支えるためには，
協同的な学習に対する動機づけの概念を新
たに提起し，その様相を明らかにすることが
必要である。 
協同的な学習に対する動機づけを支える
教育実践を考えるうえでは，児童の学年や年
齢に応じた指導が必要である。そのためには，
動機づけの発達プロセスを理解しておくこ
とが不可欠となる。学習動機づけに関する研
究では，児童期における動機づけの発達的変
化が示されており（Eccles et al., 1993），
協同的な学習に対する動機づけにも発達的
な変化が想定できる。ただし，学年間での発
達的変化だけではなく，授業や仲間との相互
作用を経験することによる年度内の変化も
あると考えられる。学年間での発達的変化と
年度内での変化の両面から動機づけの変化
の様相を描き，その変化にかかわる心理的要
因を明らかにすることで，仲間との協同的な
学習に対する動機づけの発達を促す指導と，
児童の学年に応じた教育環境の設定に関し
て重要な実践的示唆を得ることができる。 

 
２．研究の目的 
本研究では，小学生における協同的な学習
に対する動機づけの発達プロセスを明らか
にすることを目的とした。そのために，①協
同的な学習に対する動機づけを測定する尺
度を作成し，②協同的な学習に対する動機づ
けの発達的変化を明らかにし，③心理的欲求
の充足経験が協同的な学習に対する動機づ
けに及ぼす影響を明らかにする。 
 1 つ目に，協同的な学習に対する動機づけ
を測定する尺度を作成する。動機づけ理論の
1つである自己決定理論（Deci & Ryan, 2000）
をもとに，尺度項目の作成および妥当性の検
証を行う。尺度を作成することによって，協
同的な学習に対して子どもがどのような動
機づけを有するかを実証的に捉え，その影響
要因や発達的様相を明らかにする（研究 1）。 
 2 つ目に，仲間との協同的な学習に対する
動機づけの発達的変化を明らかにする。これ
まで小学生における学習に対する動機づけ
の発達的変化は多くの研究で明らかにされ
ているが（Gottfried et al., 2001; Harter, 
1981），協同的な学習という視点から児童の
動機づけの発達的変化を調べた研究はみら
れない。本研究では，学年間の横断的な比較
と縦断的な比較を組み合わせることで，協同
的な学習に対する動機づけの発達的変化を
明らかにする。3 年間にわたる変化を検討す
る（研究 2）。 
3 つ目に，心理的欲求の充足経験が協同的
な学習に対する動機づけに及ぼす影響を明
らかにする。これまで，学習場面での自律性，
有能感，関係性という 3つの心理的欲求の充
足経験が，学習に対する動機づけを促すこと
が明らかにされている（Ryan & Deci, 2009; 
Skinner & Pitzer, 2012）。協同的な学習に
おいても同様に， 3 つの心理的欲求を満たす
経験によって，仲間と協同的に学ぼうとする
動機づけが促されると考えられる。心理的欲
求の影響が示されれば，協同的な学習に対す
る動機づけの発達プロセスを理解する視点
を得るとともに，その発達を支援する際の介
入ポイントと教育実践を構築するための重
要な示唆を得る（研究 3）。 
 
３．研究の方法 
（1）研究 1：協同的な学習に対する動機づけ
尺度の作成 
 小学生 644 名を対象に，質問紙調査を実施
し，協同的な学習に対する動機づけを測定す
る尺度を作成した。先行研究をもとに尺度項
目を収集し，児童に対して集団形式で実施し
た。また，尺度の妥当性を検討するために，
尺度間の相関の構造を調べ，学校の楽しさを
尋ねる項目との関連も検討した。 
 
（2）研究 2-1：横断的な比較による協同的な
学習に対する動機づけの発達的変化 
 研究 1で作成した尺度によって得られたデ



ータについて，横断的な比較を行った。学年
間の平均値の差を調べることで，発達的変化
を検討した。 
 
（3）研究 2-2：縦断的な比較による協同的な
学習に対する動機づけの発達的変化 
 研究 1で作成したデータを児童に 4年間に
わたって年 2回実施し，変化を追うことで協
同的な学習に対する動機づけの発達的変化
を検討した。まず，小学 3年生および 4年生
の 2学年の児童 227名の 3年間の発達的変化
を検討した。その後に，4 年間の変化を分析
する。 
 
（4）研究 3-1：心理的欲求の充足経験が協同
的な学習に対する動機づけに及ぼす影響の
検討 
 小学 3～6 年生 389 名を対象に，研究 1 で
作成した協同的な学習に対する動機づけを
測定する尺度と心理的欲求の充足を尋ねる
尺度を年度内に 2度実施し，交差遅れ効果モ
デルによる分析を用いて，縦断的な影響関係
を検討した。 
 
（5）研究 3-2：教師の指導が協同的な学習に
対する動機づけに及ぼす影響の検討 
 心理的欲求の充足を促す要因として教師
の指導に注目し，協同的な学習に対する動機
づけとの関連を検討した。小学 5，6 年生を
対象に，研究 1で作成した協同的な学習に対
する動機づけを測定する尺度と，教師の指導
行動および教室の目標構造を尋ねる尺度（大
谷他, 2016），協同的な学習活動を尋ねる尺
度（岡田, 2008）を実施した。パス解析によ
って，教師の指導および教室の目標構造から
動機づけ，協同的な学習活動につながるパス
モデルを検証した。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1：協同的な学習に対する動機づけ
尺度の作成 
 自己決定理論の枠組みから，協同的な学習
に対する動機づけを測定する尺度を作成し
た。先行研究をもとに 4 下位尺度 12 項目か
らなる尺度を作成した。確認的因子分析の結
果，適合度は CFI=.92，RMSEA=.08，SRMR=.06
と十分であり，理論に整合する 4因子構造が
示された。また，4 下位尺度間の相関係数を
算出したところ，先行研究（Ryan & Connell, 
1989）と一致する相関パターンが示された。
さらに，協同的な学習に対する動機づけの 4
下位尺度と学校との楽しさとの関連を調べ
たところ，内発的動機づけ（β=.36, p<.001）
と同一化的調整（β=.19, p<.001）が有意な
関連を示した（表 1）。これらの結果は，理論
からの予測に一致するものであり，尺度の妥
当性を示すものである。以上の結果から，児
童の協同的な学習に対する動機づけを多面
的に測定し得る尺度を作成することができ
た。 

 
表 1 動機づけと学校の楽しさとの関連 

  r β 

内発的動機づけ .48*** .36*** 

同一化的調整 .43*** .19*** 

取り入れ的調整 .23*** -0.02 

外的調整 .06 -.01 

R2   .25*** 

***p<.001 
 
（2）研究 2-1：横断的な比較による協同的な
学習に対する動機づけの発達的変化 
 研究 1のデータについて，学年間の比較を
行うことで，協同的な学習に対する動機づけ
の発達的変化について横断的な視点から検
討した。性別×学年の分散分析を行ったとこ
ろ，内発的動機づけ（偏η2=.04），同一化的
調整（偏η2=.05），取り入れ的調整（偏η
2=.18），外的調整（偏η2=.20）のいずれにつ
いても，学年の主効果が有意であり（偏η
2=.04），学年が上がるにつれて低下していく
傾向がみられた（図 1）。この結果は，協同的
な学習に対する動機づけが全般的に低くな
っていくという発達的変化の可能性を示唆
するものである。 

図 1 学年ごとの協同的な学習に対する動機
づけの平均値 
 
（3）研究 2-2：縦断的な比較による協同的な
学習に対する動機づけの発達的変化 
 小学 3 年生と 4 年生に対する 3 年間×2 時
点の縦断データを用いて，協同的な学習に対
する動機づけの発達的変化を検討した。動機
づけの各下位尺度に対して，サンプル（学年）
ごとに潜在曲線モデルによる分析を行った
（表 2-1，表 2-2）。サンプル 1（4 年生）で
は，内発的動機づけと同一化的調整の一次の
傾きと二次の傾きが有意であり，学年が上が
るにつれて得点が低下し，その低下の程度は
次第に緩やかになっていく傾向がみられた。
サンプル 2（3 年生）では，同一化的調整，
取り入れ的調整，外的調整の一次の傾きが有
意であり，学年が上がるにつれて得点が低下
していく傾向がみられた。 
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表 2-1 潜在曲線モデルの結果 

 
表 2-2 潜在曲線モデルの結果 

 
（4）研究 3-1：心理的欲求の充足経験が協同
的な学習に対する動機づけに及ぼす影響の
検討 
 小学 3～6 年生に対する年度内 2 時点のデ
ータを用いて，心理的欲求の充足が協同的な
学習に対する動機づけに及ぼす影響につい
て検討した。心理的欲求の充足については，
自律性，有能感，関係性の 3つの側面を取り
上げ，協同的な学習に対する動機づけは 4側
面であったため，3×4=12 回の交差遅れ効果
モデルによる分析を行った。その結果，自律
性欲求の充足は，内発的動機づけ（β=.19, 
p<.001），同一化的調整（β=.15, p<.001）
を予測し，有能感欲求の充足は，内発的動機
づけ（β=.20, p<.001），同一化的調整（β
=.15, p<.001）を予測し，関係性欲求の充足
は，内発的動機づけ（β=.15, p<.001）を予
測していた。同時に，内発的動機づけと同一
化的調整は，自律性欲求の充足（β=.18, .24, 
p<.001），有能感欲求の充足（β=.30, .32, 
p<.001），関係性欲求の充足（β=.25, .26, 
p<.001）を予測していた。この結果は，心理
的欲求の充足が協同的な学習に対する動機
づけを高めるとともに，自律的な動機づけで
仲間と相互作用することによって，心理的欲
求が充足されるという双方向的な関係を示
唆するものである。 
 
（5）研究 3-2：教師の指導が協同的な学習に
対する動機づけに及ぼす影響の検討 
教師の指導から動機づけ，協同的な学習活
動につながるモデルを検証した（図 2）。パス
解析の結果，教師の指導および教室の目標構
造のうち，他者への思いやりや互恵性を重視
する指導（向社会的目標構造）が動機づけの
下位尺度の同一化的調整を促し（β=.26, 
p<.001），協同的な学習活動に影響するプロ
セスが示された（β=.39, p<.001）。教室に

おける相互の思いやりなどを重視する教師
の指導が心理的欲求を充足することで，協同
的な学習に対する自律的な動機づけを高め
る可能性が示唆された。 
 

 
 

 
 

 
 

 
*p<.05, ***p<.001 

図 2 パス解析の結果 
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